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シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
バ
ラ
「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」

バ
ル
バ
ラ
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

―

「
照

コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」
を
巡
っ
て―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
谷　

乃
里　

解
説
・
訳

　

シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
バ
ラC

harles BARBARA

は
一
八
一
七
年
に
オ
ル
レ
ア
ン
で
生
れ
た（
１
）。
父
は
ド
イ
ツ
人
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
造
業
を
営
み
、
母
は
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
で
あ
っ
た
。
兄
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
才
能
を
発
揮

し
、
弟
は
ピ
ア
ノ
調
律
師
と
な
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
は
中
学
を
半
ば
に
し
て
パ
リ
に
上
り
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
同
じ
ル
イ
・
ル
・
グ

ラ
ン
中
学
校
で
学
業
を
終
え
た
。
音
楽
的
環
境
に
育
っ
た
彼
は
パ
リ
音コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル

楽
学
院
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
自
然
科
学
に
強
い
関

心
を
も
ち
理
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク

工
科
学
校
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
文
学
を
聖
域
と
考
え
て
い
た
彼
は
一
転
し
て
そ
の
世
界
に
身
を
投
じ
る
。

〈
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〉
の
グ
ル
ー
プ
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
は
一
八
四
一
年
の
暮
で
、
そ
の
様
子
は
ア
ン
リ
・
ミ
ュ
ル
ジ
ェ
ー
ル
の

「
放ボ

エ

ー

ム

浪
芸
術
家
の
生
活
情
景
」
の
中
に
軽
妙
洒
脱
な
文
体
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、 C

カ
ロ
リ
ュ
ス

a
ro

lu
s B

バ
ル
ブ
ミ
ュ
ッ
シ
ュ

a
rb

e
m

u
ch

e

〔b
a

rb
e

（
ひ
げ
）
とb

a
rb

a
re

（
粗
野
な
）
と
を
か
け
、m

u
ch

e

（
若
い
娘
に
声
も
か
け
ら
れ
な
い
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
青
年
）
と
で
合
成
し
た
名
前
〕
と
い
う
滑
稽
な
名
で
登
場
す

る
真
摯
で
非
社
交
的
な
青
年
が
バ
ル
バ
ラ
彼
自
身
で
あ
る
。〈
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〉
と
は
、
シ
ャ
ン
フ
ル
リ
、
哲
学
者
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ

（33）



ァ
ロ
ン
、
画
家
、
ク
ー
ル
ベ
等
、「
真
実
の
探
求
」
を
旗
印
に
、
そ
れ
ま
で
の
ロ
マ
ン
主
義
に
反
旗
を
翻
し
新
し
い
文
学
、
芸
術
を

模
索
し
て
い
た
自
称
0

0

レ
ア
リ
ス
ト

0

0

0

0

0

達
の
集
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
『
海コ
ル
セ
ー
ル賊』
紙
、『
海コ
ル
セ
ー
ル賊=

・

悪サ
タ
ン魔
』
紙
に

集
い
作
品
の
製
作
、
発
表
に
励
ん
だ
。〈
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〉
で
は
音
楽
も
ま
た
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
レ
ア
リ
ス
ム
の
首
領
、

シ
ャ
ン
フ
ル
リ
、
画
家
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ャ
ン
ヌ
、
リ
リ
ッ
ク
座
の
未
来
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
ト
ラ

と
四
重
奏
団
を
組
ん
で
学
生
や
女グ

リ
ゼ
ッ
ト

工
達
を
前
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
バ
ル
バ
ラ
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
務
め

た
。

　
『
悪
の
華
』
の
詩
人
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
〈
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〉
の
仲
間
を
足
繁
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
南
方
の
島
々
の

旅
か
ら
パ
リ
に
舞
い
戻
っ
た
直
後
、
一
八
四
二
年
頃
で
あ
り
、
バ
ル
バ
ラ
と
出
会
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
二
人
が
『
海コ
ル
セ
ー
ル賊』
紙
、

『
海コ
ル
セ
ー
ル賊=

・

悪サ
タ
ン魔
』
紙
に
投
稿
し
、
文
学
、
芸
術
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
と
り
わ
け
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
も
と

も
と
絵
画
的
素
養
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
も
の
の
音
楽
の
分
野
で
は
こ
れ
と
い
っ
た
教
育
を
受
け
て
い
ず
、
彼
が
初
め
て
音
楽
に
親
し

ん
だ
の
は
バ
ル
バ
ラ
と
そ
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
音
楽
を
す
る
人
達
の
中
で
あ
り
、
音
楽
は
生
来
彼
が
も
つ
素
質
を
鼓
舞
し
て
呪
術
的

な
詩
情
へ
向
わ
せ
た（

２
）。

　
「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
は
一
八
五
四
年
三
月
に
『
パル
ヴ
ュ
・
ド
・
パ
リ

リ
評
論
』
誌
に
発
表
さ
れ
た（
３
）。
Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
の
分
身
と
も
考
え

ら
れ
る
、
音
楽
家
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
、
弟
子
ユ
ー
リ
ア
・
マ
ル
ク
に
対
す
る
成
就
せ
ぬ
愛
を
思
わ
せ
る
物
語
を
枠
組
み
と
し
、「
催

眠
術
」
的
な
音
楽
の
力
と
、
鋭
敏
、
繊
細
に
な
っ
た
語
り
手
〈
僕
〉
の
諸
感
覚
と
精
神
の
集
中
と
が
生
み
だ
す
効
果
と
帰
結
と
を

探
求
し
た
、
い
わ
ば
、
心
理
学
的
、
生
理
学
的
研
究
で
あ
る
。
音
、
色
、
光
、
形
、
運
動
、
数
、
精
神
、
感
情
の
間
の
〈
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
〉

（co
rre

sp
o

n
d

a
n

ce
s

）
つ
ま
り
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
の
研
究
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ェ
ン
ク
の
音
楽
か
ら
は
「
光
と
色
の
横
溢
す
る
絢
爛
た
る

風
景
」
が
浮
き
上
が
り
、
こ
の
中
の
太
陽
、
天
空
、
川
、
森
な
ど
は
魔
法
の
力
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
器
に
変
わ
り
、
そ
れ
は
目

に
見
え
な
い
巨
匠
の
力
で
統
一
さ
れ
て
交
響
曲
を
奏
で
る
（
四
六
頁̶

四
七
頁
）。
こ
の
部
分
は
、（
香
り
は
欠
如
し
て
い
る
も

261（34）



の
の
、）
ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
「
ク
ラ
イ
ス
レ
リ
ア
ー
ナ
」
の
中
の
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
で
よ
く
知
ら
れ
る
あ
の
一
節
が
発
想
源
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。「
た
く
さ
ん
の
音
楽
を
聴
い
た
後
な
ど
〔
僕
は
〕
色
彩
や
音
声
や
芳
香
が
和
合
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
こ
と
が

あ
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
が
あ
た
か
も
等
し
く
神
秘
的
に
光
線
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
末
に
、
合
体
し
て
何
か
ひ
と
つ
の
素
晴
ら

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
で
も
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
（
４
）」
一
方
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
こ
れ
に
続
く
数
行
を

含
め
た
こ
の
節
を
「
一
八
四
六
年
の
サ
ロ
ン（
５
）
」
の
中
で
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
悪
の
華
』
の
中
の
ソ
ネ
、「
四
、
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」

〈C
orrespondances

〉（
６
）の
発
想
源
の
一
つ
と
し
て
恐
ら
く
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
ソ
ネ
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
確
か
な
証
言
や
証
拠
は
何
一
つ
な
い（
７
）。
し
か
し
、
Ａ
・
ア
ダ
ン
の
一
八
五
五
年
頃

と
す
る
説（
８
）、
Ｊ
・
ポ
ミ
エ
の
初
版
（
一
九
三
二
）
の
後
の
一
九
六
七
年
の
修
正
意
見
、
つ
ま
り
、
一
八
四
五̶

四
六
年
に
は
数
行
し

か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
説（
９
）、
第
一
聨
を
除
い
た
二
、
三
、
四
聨
が
一
八
四
五̶

四
六
年
頃
に
書
か
れ
、
第

一
聨
の
四
行
は
一
八
五
二̶

五
五
年
に
書
か
れ
た
と
す
る
Ｆ
・
リ
ー
キ
ー
説）

10
（

と
そ
れ
に
与
す
る
Cl.
・
ピ
シ
ョ
ワ
の
見
解
等
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
完
成
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
バ
ル
バ
ラ
の
作
品
の
発
表
と
前
後
す
る
頃
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
解
釈
と
し
て

は
、
発
想
源
と
し
て
〈
人
間
〉̶

〈
神
〉、〈
地
上
〉̶
〈
天
〉
の
間
の
対
応
関
係
を
理
論
づ
け
る
超
ト
ラ
ン
サ
ン
ダ
ン
タ
ル

越
的
な
西
欧
の
伝
統
的
神
秘
思
想

又
は
学シ
ス
テ
ム説
が）

11
（

あ
っ
た
と
し
て
も
、
詩
を
全
体
と
し
て
把
え
る
と
き
、
こ
の
「
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」
か
ら
は
超
ト
ラ
ン
サ
ン
ダ
ン
タ
ル

越
的
な
意
味
は
剥
げ
落
ち
て
人

間
の
異
な
る
諸
感
覚
、
感
情
、
精
神
が
「
互
い
に
応
え
合
う
」se répondent

（
八
行
目
）
地
上
的
な
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
、
つ
ま
り
詩
人
個
有

の
「
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」
と
な
る
、
と
い
う
見
解
を
取
り
、
二
人
の
作
品
に
お
け
る
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
の
神
秘
（
広
義
の
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
製
作
年

代
と
と
も
に
二
人
の
関
係
を
見
よ
う
。

　

知
性
に
秀
で
同
時
に
神
秘
性
に
強
く
心
を
捕
え
ら
れ
て
い
た
二
人）

12
（

に
と
っ
て
は
、
神
秘
を
ど
う
考
え
、
作
品
中
で
ど
の
よ
う
に
結

実
さ
せ
る
か
は
重
大
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
二
人
と
も
永
年
大
い
に
揺
れ
動
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

バ
ル
バ
ラ
は
あ
る
特
権
的
な
心
的
状
況
の
も
と
に
生
ず
る
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
の
不
可
思
議
を
、
音
楽
を
拠
り
所
と
し
て
、
眼
に
見
え
手
で
触

260（35） シャルル・バルバラ　「音楽のレッスン」 



れ
ら
れ
る
人
間
の
感
覚
に
拠
っ
て
解
明
し
彼
一
流
の
科
学
的
論
理
性
で
説
明
し
よ
う
と
し
た）

13
（

。
一
方
詩
人
は
、
一
八
四
五-

四
六
年

頃
か
ら
始
め
、
一
八
五
五
年
頃
ま
で
に
、
地
上
に
軸
を
置
い
た
人
間
的
で
し
か
も
広
大
、
深
遠
な
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
の
神
秘
（
広
義
）
を
歌
い

あ
げ
た
ソ
ネ
を
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
超
越
的
神
秘
学シ
ス
テ
ム説
に
せ
よ
、
人
間
世
界
の
神
秘
性
に
せ
よ
神
秘
を
巡
っ
て
完
成
と
修
正
を
何

度
も
繰
り
返
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
バ
ル
バ
ラ
の
作
品
発
表
の
約
一
年
後
、
詩
人
は
ユ
ー
モ
ア
を
含
ん
だ
口
調
で
一
大

決
心
を
表
明
す
る
。「
一
八
五
五
年
の
サ
ロ
ン
」
の
美
術
に
関
す
る
方
法
論
の
部
分
で
学シ

ス
テ
ム説
に
対
す
る
関
心
と
、
い
つ
も
味
わ
わ
さ

れ
る
失
望
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
絶
え
ず
新
た
な
改
宗
の
屈
辱
を
強
い
ら
れ
て
、
私
は
一
大
決
心
を
し
た
〔
…
〕
私
は
傲
慢
に
も
、

謙
遜
な
態
度
に
甘
ん
ず
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
私
は
感
ず
る
こ
と
で
満
足
し
た
。）

14
（

」（
一
八
五
五
年
五
月
）。
詩
人
が
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
、
バ
ル
バ
ラ
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
誰
が
い
い
き
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

バ
ル
バ
ラ
に
お
い
て
も
ま
た
一
八
五
五
年
一
月
一
日
と
十
五
日
に
『
パル
ヴ
ュ
・
ド
・
パ
リ

リ
評
論
』
誌
に
発
表
し
た
小
説
「
ポ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
の
殺

人
」
は
、
眉
目
麗
し
い
白
痴
の
息
子
の
誕
生
、
毒
ロ
ザ
リ
の
死
、
結
末
に
お
け
る
主
人
公
ク
レ
マ
ン
の
死
等
、
一
貫
し
て
神
秘
性
に

彩
ら
れ
、
超
自
然
的
な
神
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
同
じ
年
の
七
月
に
出
版
さ
れ
た
エ
ゼ
ル
叢
書
の
ヴ
ェ
ル
シ
オ
ン
で
は
、

神
が
消
え
、
眼
で
見
、
感
じ
る
事
に
拠
っ
て
結
論
が
導
か
れ
、
作
品
の
軸
は
、
曖
昧
さ
を
残
し
な
が
ら
も
、
人
間
に
移
さ
れ
る
こ
と

に
な
る）

15
（

。
こ
の
作
品
も
ま
た
一
八
四
四
年
頃
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
著
者
は
「
反リ
ュ
ミ
ナ
ン

芻
動
物
」
と
呼
ば
れ
た）

16
（

。
興
味

を
惹
く
こ
と
に
、
こ
の
小
説
中
で
バ
ル
バ
ラ
は
あ
る
音
楽
の
夕
に
一
人
の
予
審
判
事
を
登
場
さ
せ
て
、
こ
ん
な
皮
肉
な
し
ゃ
れ
を
表

明
さ
せ
て
い
る
。「
小
説
家
と
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄
の
座
標
軸
を
絶
え
ず
移
し
換
え
よ
う
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。）

17
（

」
そ
し

て
そ
の
十
行
程
後
で
、
少
し
前
に
、「
こ
の
上
も
な
く
困
難
な
思
索
に
対
す
る
明
確
な
素
質
が
、
暖
み
も
あ
り
色
彩
豊
か
で
本
質
的

に
独
創
的
で
人
間
的
な
詩
ポ
エ
ジ
ーを
排
除
す
る
こ
と
が
な
い
詩
人
」
と
賞
賛
し
た
詩
人
を
再
び
登
場
さ
せ
、
当
時
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
、「
今
宵
何
を
語
る
か
孤
独
で
哀
れ
な
魂
よ
〔
…
〕」
を
詩
人
の
名
を
挙
げ
ず
に
引
用
し
て
い
る
。

　

二
人
は
一
八
四
六
年
頃
、
ポ
ー
の
作
品
に
初
め
て
出
会
っ
て
共
に
熱
く
な
り
、
以
後
ず
っ
と
親
密
な
友
人
関
係
は
続
き）

18
（

、
一
八
五
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〇
年
代
は
そ
れ
が
特
に
明
確
な
時
期
で
あ
る
。）

19
（

つ
い
で
に
、
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
を
テ
ー
マ
と
し
た
二
人
の
こ
の
作
品
も
ポ
ー
の
影
響
が
少
な
か

ら
ず
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
よ
う
。
二
人
は
、
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
は
無
論
、
神
秘
性
や
形
而
上
的
事
象
に
つ
い
て
議
論
し）

20
（

、
恐
ら
く
は
、

お
互
い
の
作
品
、「
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」
と
「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
の
労
作
過
程
を
、
そ
し
て
「
ポ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
の
殺
人
」
の
そ
れ
も
勿
論
、

実
際
に
身
近
に
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
超
越
的
神
秘
と
地
上
的
神
秘
に
関
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
作
品
中
で
の
結
実
の
さ

せ
方
に
関
し
て
も
論
じ
合
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
に
（
一
八
五
七
年
）、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

は
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
論
の
中
で
バ
ル
バ
ラ
を
高
く
評
価
し
、「
厳
密
か
つ
論
理
的
で
、
知
的
な
獲
物
に
貪
欲
な
魂
の
も
ち
ぬ
し
シ
ャ
ル

ル
・
バ
ル
バ
ラ
氏
が
、
異
論
の
余
地
な
く
卓
抜
な
い
く
つ
か
の
努
力
を
行
な
っ
て
み
せ
た
。
彼
が
試
み
た
の
は
（
い
つ
だ
っ
て
逆
い

難
い
誘
惑
で
あ
る
が
）、
魂
の
例
外
的
な
状
況
を
記
述
し
、
解
明
す
る
こ
と）

21
（

」
で
あ
っ
た
と
し
、
強
い
「
共
感
」
を
表
明
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
バ
ル
バ
ラ
の
作
品
の
発
表
に
あ
た
っ
て
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
す
で
に
、
一
八
五
二
年
に
は

『
パル
ヴ
ュ
・
ド
・
パ
リ

リ
評
論
』
誌
の
マ
ク
シ
ム
・
デ
ュ
・
カ
ン
を
紹
介
し）

22
（

、
五
三
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
を
含
む
四

つ
の
短
篇
作
品
と
中
篇
小
説
、「
ポ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
の
殺
人
」
が
『
パル
ヴ
ュ
・
ド
・
パ
リ

リ
評
論
』
誌
に
掲
載
さ
れ
る）

23
（

。
そ
し
て
一
八
五
六
年
に

は
、
こ
の
四
つ
の
短
篇
と
そ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
他
の
短
篇
作
品
数
篇
を
収
め
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
翻
訳
に
よ
る
ポ
ー
の
短
篇

集
『
異
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
・
エ
ク
ス
ト
ラ
オ
ル
デ
ィ
ネ
ー
ル

常
な
物
語
集
』H

istoires extraordinaires
を
型
ど
っ
た
題
名
を
も
つ
短
篇
集
『
感イ
ス
ト
ワ
ー
ル
・
エ
ム
ヴ
ァ
ン
ト

動
的
な
物
語
集
』H

istoires 

ém
ouvantes

が
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
ヴ
ィ
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
る）

24
（

。
こ
れ
も
ま
た
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
助
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た）

24
（

。

こ
こ
に
訳
出
し
た
「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
は
『
パル
ヴ
ュ
・
ド
・
パ
リ

リ
評
論
』
誌
の
ヴ
ェ
ル
シ
オ
ン
を
用
い
た
。
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解
説
註

1　
 

バ
ル
バ
ラ
の
生
涯
と
作
品
に
関
し
て
は
、K

A
M

E
YA

, N
o

ri, U
n conteur m

éconnu, C
harles Barbara 1817-1866

, P
a

ris, 

M
in

a
rd

, 1
9

8
6

 （sig
le

: K
C

B

）、
及
び
、
亀
谷
乃
里
訳
、「
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
バ
ラ
著
「
あ
る
名
演
奏
家
の
生
涯
の
素
描
（
Ⅰ
）」、

「
解
説
」
及
び
「
註
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
、
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
三
六
号
』、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
横
浜
（
略
号
＝

「
名
演
」）
を
参
照
。

2　

R
U

F
F, M

. A
., L’Esprit du M

al et l’Esthétique baudelairienne, P
a

ris, A
rm

a
n

d
 C

o
lin

, 1
9

5
5

, p
. 2

0
7

.

3　

B
A

R
B

A
R

A
, C

h
a

rle
s, «

La
 Le

ço
n

 d
e

 m
u

siq
u

e »
, Revue de Paris , 1

5
 m

a
rs 1

8
5

4
, p

p
.8

7
5

-8
8

4
. K

C
B

, p
p

. 3
5

 e
t 2

1
9

　
　

を
参
照
。

4　

 

深
田
甫
訳
、『
ホ
フ
マ
ン
全
集
1
』、
創
土
社
、
一
〇
二
頁
十
行-

一
〇
三
頁
一
行
、
底
本
はFantasie-und N

achtstücke, 

W
in

k
le

r-ve
rla

g
 M

ü
n

ch
e

n
, 1

9
6

4
。
バ
ル
バ
ラ
は
ド
イ
ツ
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
もLo

é
ve

 V
e

im
a

rs

の
仏
語
訳
も
読
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
仏
語
訳
で
は
最
初
の
部
分
が
「
音
楽
を
聴
く
と
き
」
と
な
っ
て
い
る
。

5　

 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
はLo

é
ve

 V
e

im
a

rs

に
よ
る
仏
語
訳
か
ら
引
用
し
て
い
る
。B

A
U

D
E

LA
IR

E
, Œ

uvres com
plètes, é

d
. C

l. 

P
IC

H
O

IS
, B

ib
l. P

LE
IA

D
E

, P
a

ris, G
a

llim
a

rd
 (sig

le
: P

L), t. II,1
9

7
6

, p
p

. 4
2

5
-4

2
6

.　

阿
部
良
雄
、『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
全
集
』、

筑
摩
書
房
（
略
号
＝
『
阿
部
』）、
Ⅲ
『
美
術
批
評
上
』、
一
九
八
五
年
、
八
六
頁
。

6　

Fleurs du M
al, «4

. C
o

rre
sp

o
n

d
a

n
ce

s», P
L, t. I, p

. 1
1

.

『
阿
部
』
Ⅰ
『
悪
の
華
』、
一
九
八
三
年
、
二
一-

二
二
頁
。

7　

 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ソ
ネ
「
照
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
応
」
の
製
作
年
代
と
、
解
釈
や
発
想
源
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、P

L, t. I, 1
9

7
5

, p
p

. 8
3

9
-8

4
7

及
び

『
阿
部
』
Ⅰ
、
四
六
九-

四
七
四
頁
を
参
照
し
、
適
宜
借
用
し
た
。

8　

B
A

U
D

E
LA

IR
E

, C
h

a
rle

s, Les Fleurs du m
al , é

d
. A

. A
d

a
m

, G
a

rn
ie

r, P
a

ris, 1
9

6
1

.
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9　

P
O

M
M

IE
R

, Je
a

n
, La M

ystique de Baudelaire
, S

la
tk

in
e

 R
e

p
rin

ts, G
e

n
é

ve
, 1

9
6

7
.

10　

LE
A

K
E

Y, F.W
., Baudelaire and N

ature
, M

a
n

ch
e

ste
r U

n
iv. P

re
ss; B

a
rn

e
s a

n
d

 N
o

b
le

, ﹇N
e

w
 Yo

rk

﹈,﹇c.1
9

6
9

﹈.
11　

 

こ
の
詩
に
根
拠
を
与
え
た
一
八
世
紀
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
哲
学
者
、
ス
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ボ
リ
、
空
想
的
社
会
主
義
者
の
フ
ー
リ
エ
の
理

論
と
ロ
マ
ン
派
の
文
学
者
、
思
想
家
に
お
け
る
「
共シ
ネ
ス
テ
ジ

感
覚
」
に
つ
い
て
は
、J. P

o
m

m
ie

r, op.cit

に
詳
述
。『
阿
部
』
Ⅰ
、
四
六
九

-
七
〇
参
照
。

12　

 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
神
秘
的
傾
向
に
つ
い
て
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
（V

. G
. B

lin
, Baudelaire, 1

9
3

9
; P

o
m

m
ie

r, op.cit .

）。
バ

ル
バ
ラ
の
神
秘
性
に
つ
い
て
は
、V

. « Le
 R

id
e

a
u

»

（1
8

4
6

）; «L ’O
m

b
re

 d
e

 M
e

n
sn

ilie
r»

（1
8

4
7

）; K
C

B
, p

p
. 1

9
-2

0
; 

«L ’A
ssa

ssin
a

t d
u

 P
o

n
t-R

o
u

g
e

», Revue de Paris  (1
8

5
5

), e
tc.

13　

 

後
出
、
拙
訳
の
諸
所
を
参
照
。
自
ら
の
精
神
病
的
素
質
を
心
配
し
て
い
た
バ
ル
バ
ラ
は
当
時
著
名
で
あ
っ
た
精
神
科
医
、
バ
イ
ヤ
ル

ジ
ェ
の
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。K

C
B

, p
. 1

9
6

 e
t p

. 4
4

及
び
「
名
演
」
の
「
解
説
、
註
」
参

照
。
つ
い
で
に
い
う
な
ら
ば
、
共
感
覚
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
は
ハ
シ
ッ
シ
ュ
の
効
果
を
援
用
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実
際
、

「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
二
つ
の
「
人
工
の
天
国
」（
一
八
五
一
年
、
一
八
六
〇
年
）
と
の
親
近
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

14　

P
L, t. II, p

. 5
7

8
.

『
阿
部
』
Ⅲ
、
二
六
〇
頁
。

15　

 «L ’A
ssa

ssin
a

t d
u

 P
o

n
t-R

o
u

g
e

», Revue de Paris, 1
e

r e
t 1

5
 ja

n
v

ie
r1

8
5

5
; L’ Assassinat du Pont-Rouge, co

l. 

H
e

tze
l, B

ru
xe

lle
s, Le

ip
zig

. K
A

M
E

YA
, N

o
ri, U

n conteur m
éconnu, Louis-C

harles BARBARA
, U

n
iv. d

e
 N

ice
, 

1
9

8
3

, t. II (sig
le

: K
LC

B
), p

p
.3

2
3

-5
0

6

を
参
照
。

16　

D
U

R
A

N
T

Y, E
m

ile
, «Le

s Je
u

n
e

s», le
 Figaro

, 1
3

 n
o

v. 1
8

5
6

 
及
び
、
レ
オ
ン
・
ノ
エ
ル
宛
、
バ
ル
バ
ラ
の
書
簡
（
一
八
四

　
　

四
年
四
月
二
十
日
）
を
参
照
。K

LC
B

 , p
. 8

2
 e

t p
. 4

4
 ; K

C
B

, p
. 5

7
 e

t p
. 3

1

参
照
。

17　

K
LC

B
, p

p
. 4

0
5

-4
0

6
 ; Revue de Paris, 1

5
 ja

n
v

ie
r 1

8
5

5
, p

p
.  2

1
3

-2
1

4
 ; K

C
B

, p
. 6

3
. 

上
記Revue de Paris  

よ
り
拙
訳
。
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18　

 K
A

M
E

Y
A

, N
o

ri, «B
A

R
B

A
R

A
, B

A
U

D
E

L
A

IR
E

 e
t P

O
E

», Etudes de Langue et Littérature Françaises, n
o3

6
, 

S
o

cié
té

 Ja
p

o
n

a
ise

 d
e

 La
n

g
u

e
 e

t Litté
ra

tu
re

 Fra
n

ça
ise

s, To
k

yo
, 1

9
8

0
, p

p
. 6

6
-8

2
.

19　

後
段
を
参
照
。

20　

 K
A

M
E

YA
, N

o
ri, «Lo

u
is-C

h
a

rle
s B

A
R

B
A

R
A

, ―
U

n
 a

m
i d

e
 B

a
u

d
e

la
ire
―

» Etudes de Langue et Litérature 

Françaises , n
o4

6
, S

o
cié

té
 Ja

p
o

n
a

isé
 d

e
 La

n
g

u
e

 e
t Litté

ra
tu

re
 Fra

n
ça

ise
s, To

k
yo

, 1
9

8
5

, p
p

.3
6

-5
1

を
参
照
。

21 　

P
L, t. II, p

. 7
9

. 『
阿
部
』
Ⅱ
、
五
七
頁
、
一
部
拙
訳
。

22　

 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
バ
ル
バ
ラ
宛
、
一
八
五
二
年
七
月
十
五
日
付
書
簡
。B

A
U

D
E

LA
IR

E
, C

orrespondance, é
d

. C
l. P

IC
H

O
IS

, 

t. I, 1
9

7
3

（sig
le

: C
orr

）, p
. 2

0
1

.

『
阿
部
』
Ⅵ
、
二
二
五
頁
。

23　

バ
ル
バ
ラ
の
書
誌
に
関
し
て
は
、K

C
B

, p
p

. 2
1

5
-2

2
1

を
参
照
。

24　

 B
A

R
B

A
R

A
, C

harles, H
istoires ém

ouvantes, P
a

ris, M
ich

e
l Lé

v
y, 1

8
5

6
.

25　

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
バ
ル
バ
ラ
宛
、
一
八
五
五
年
十
一
月
二
十
六
日
付
書
簡
。C

orr, p
. 3

2
5

.

＊ 

「
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
頃
（
一
九
八
五
？
）、
田
中
淳
一
氏

に
多
々
御
教
示
を
頂
い
た
。
改
め
て
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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翻
訳

音
楽
の
レ
ッ
ス
ン

　

先
生
の
住
ま
わ
れ
る
小
さ
な
館
に
入
る
と
、
弱
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
澄
ん
だ
心
に
滲
み
透
る
チ
ェ
ロ
の
音
色
が
僕
の
耳
に

ま
で
聞
こ
え
て
き
た
。
三
階
で
、
僕
は
楽
器
の
音ね

の
う
ち
顫ふ
る

え
る
の
が
止
む
の
を
待
っ
て
扉
を
叩
い
た
。

　

部
屋
の
乱
雑
さ
は
、
そ
の
音
楽
家
の
風
変
わ
り
な
外
貌
と
よ
く
釣
り
合
っ
て
い
た
。
シ
ェ
ン
ク
は
自
分
の
チ
ェ
ロ
を
ベ
ッ
ド
の
上

に
横
た
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
五
線
紙
、
ペ
ン
、
イ
ン
ク
、
音
叉
、
松
脂
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
緑
色
の
厚
布
を
蔽
っ
て
い
た
。
印
刷

さ
れ
た
り
手
で
書
か
れ
た
り
し
た
楽
曲
、
衣
服
、
そ
れ
に
下
着
類
が
、
部
屋
の
二
つ
の
窓
の
間
に
置
か
れ
た
竪
型
ピ
ア
ノ
を
所
か
ま

わ
ず
山
の
よ
う
に
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
あ
な

0

0

、
恥
ず
か
し
！

0

0

0

0

0　

僕
は
暖
炉
に
鍋
が
か
か
っ
て
い
る
の
を
認
め
た
。
そ
こ
で
何
が
煮

え
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
も
、
そ
の
上
に
は
蓋
が
し
て
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
調
理
上
の
些
事
は
、
一
見
子
供
染
み
て

は
い
る
も
の
の
、
僕
の
眼
に
は
、
音
楽
が
惹
き
起
こ
す
昂
揚
し
た
諸
感
覚
の
中
で
、
外
的
事
物
が
及
ぼ
す
影
響
力
の
証
し
と
な
る
ほ

ど
大
き
な
規
模
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
十
数
才
の
小
柄
な
体
躯
の
シ
ェ
ン
ク
は
、
両
手
を
腰
に
あ
て
が
っ
た
ま
ま
立
っ
て
い
た
。
艶
の
な
い
硬
い
毛
髪
は
激
怒
し
た
猫
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の
毛
の
よ
う
に
逆
立
っ
て
い
た
。
彼
は
僕
の
方
を
眺
め
て
は
い
た
も
の
の
眼
に
は
入
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
こ
ん
な
上
の
空
の
様
子

の
ま
ま
、
彼
は
僕
に
躊た
め
ら躇
い
が
ち
な
声
で
頼
ん
だ
、
あ
る
弟
子
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
も
う
気
分
は
悪
く
な
い
と
伝
え
て
欲
し
い
と

…
…

　

市ま
ち

に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
先
生
と
呼
べ
る
よ
う
な
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
シ
ェ
ン
ク
が
僕
に
こ
の
楽
器
の
教
授
を
す
る
こ
と
を

引
き
受
け
た
の
だ
っ
た
。
彼
の
度
は
ず
れ
な
怒
り
っ
ぽ
さ
の
た
め
に
僕
は
彼
の
前
で
本
領
を
発
揮
で
き
た
た
め
し
が
な
か
っ
た
。
一

種
の
恐
怖
心
を
抱
か
ず
に
は
レ
ッ
ス
ン
の
刻と
き

が
打
つ
の
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
日
々
が
度
々
あ
っ
た
。
忘
れ
た
り
音
を

外
し
た
り
す
る
た
び
に
、―

そ
れ
に
僕
は
何
度
へ
ま
を
や
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
！―

彼
は
最
初
は
節
度
を
も
っ
て
、
ま
も
な
く
遠

慮
会
釈
な
く
叱
り
と
ば
し
、
僕
が
恐
怖
心
か
ら
ま
す
ま
す
不
器
用
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
、
彼
の
怒
り
は
鎖
を
解
き
放
た
れ
た
嵐
の
如

く
に
荒
れ
狂
っ
た
。
な
に
も
か
も
が
揃
っ
て
い
た
。
彼
の
両
眼
か
ら
は
稲
妻
が
閃
き
出
て
、
彼
が
自
分
の
チ
ェ
ロ
に
加
え
る
挙
固
の

一
撃
や
壁
に
加
え
る
足
蹴
の
一
撃
は
ま
さ
に
雷

い
か
づ
ちを
象
徴
す
る
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
。
僕
は
よ
く
泣
い
た
。
だ
か
ら
今
で
も
僕
は
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
胴
の
上
に
、
涙
の
熱
さ
と
苦
さ
と
が
描
い
た
排
水
渠
の
痕あ

と跡
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
僕
が
彼
を
大
好
き
な
こ
と
に
は
何
の
妨
げ
と
も
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
チ
ェ
ロ
か
ら
奏
で
出
す
音
色
は
、
心
に

滲
み
入
り
、
不
思
議
に
夢
幻
的
な
、
う
っ
と
り
す
る
魅
力
あ
る
事
ど
も
を
僕
の
想
像
力
の
中
に
よ
び
覚
ま
し
た
。
も
う
そ
れ
だ
け
で
、

僕
の
心
の
中
で
は
彼
の
む
ら
気
と
短
気
と
を
許
す
に
は
十
分
だ
っ
た
。

　

僕
が
訪
ね
よ
う
と
し
て
い
た
家
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
僕
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
。
彼
ら
の
一
人
娘
の
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
年
老
い

た
先
生
に
音
楽
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
先
生
は
彼
女
に
何
も
の
か
を
教
え
た
の
だ
っ
た
、
だ
か
ら

彼
女
は
ピ
ア
ノ
に
向
っ
て
い
る
あ
い
だ
だ
け
が
幸
せ
だ
っ
た
。
僕
は
と
て
も
凡
庸
な
演
奏
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は

ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
を
一
緒
に
演
奏
す
る
た
め
に
、―

そ
れ
は
ど
う
に
か
こ
う
に
か
で
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、―

僕
を
迎
え
て
い
つ
も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
僕
は
シ
ェ
ン
ク
が
作
曲
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
を
僕
の
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力
に
合
わ
せ
て
易
し
く
書
き
直
し
た
ト
リ
オ
の
演
奏
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

僕
は
二
階
に
上
が
っ
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
家
族
が
い
た
。
実
際
、
そ
こ
で
は
父
親
と
母
親
と
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
と
が
大
き
な
暖
炉
を

囲
ん
で
い
た
。
秋
だ
っ
た
。
父
親
と
母
親
と
は
そ
れ
ぞ
れ
暖
炉
の
両
隅
を
占
め
て
い
た
。
娘
は
二
人
の
間
で
、
す
こ
し
後
方
に
あ
る

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
肘
を
つ
い
て
い
て
、
ピ
ア
ノ
の
譜
面
台
に
は
一
冊
の
楽
譜
が
開
か
れ
て
い
た
。
灰
色
の
外
光
が
ど
ん
よ
り
と
し

た
影
で
三
人
の
輪
郭
を
ぼ
か
し
て
い
た
。
俯う
つ
む向
い
た
彼
ら
の
顔
は
悲
し
い
心
配
事
を
語
っ
て
い
た
。

　

僕
の
入
っ
て
ゆ
く
音
は
聞
こ
え
た
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
、
僕
は
面
く
ら
っ
た
。
迷
惑
な
時

に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
身
動
き
も
は
ば
か
ら
れ
て
僕
は
広
間
に
つ
っ
立
っ
て
い
た
。

　

娘
の
溜
息
を
聞
い
て
、
父
親
と
母
親
は
同
時
に
娘
の
方
を
ふ
り
向
い
た
。
彼
ら
の
視
線
は
、
ま
だ
僕
を
見
る
の
を
決
し
か
ね
て
、

僕
の
上
を
通
り
す
ぎ
た
。「
お
ま
え
、
ど
う
し
た
の
。」
母
親
が
や
さ
し
く
尋
ね
た
。
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
睫
毛
に
そ
っ
て
流
れ
、
頬
を
こ

ぼ
れ
落
ち
る
涙
で
答
え
た
。
父
親
が
質
問
を
繰
り
返
し
た
、
し
か
し
そ
れ
は
じ
り
じ
り
し
た
調
子
だ
っ
た
。
涙
が
ま
た
一
つ
娘
の
瞼

に
輝
き
、
繻
子
の
花
冠
に
し
た
た
る
水
雫
の
よ
う
に
肌
を
す
べ
り
落
ち
た
。

　

僕
は
居
心
地
が
悪
か
っ
た
、
も
し
僕
の
い
る
こ
と
に
彼
ら
が
気
付
い
て
、
僕
が
我
に
も
あ
ら
ず
一
部
始
終
を
見
て
し
ま
っ
た
こ
の

場
面
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
な
ら
ど
ん
な
に
ほ
っ
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
彼
女
が
両
親
に
甘
や
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
僕
は
、
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
の
涙
に
驚
い
て
い
た
。
感
動
に
支
配
さ
れ
や
す
い
娘
の
魂
に
極
度
の
苦
悩
を
生
み
出
す
に

は
、
時
に
は
単
に
夢
が
阻
ま
れ
る
だ
け
で
十
分
な
の
だ
と
は
そ
の
時
に
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
僕
も
ま
た
、
父
親
や
母
親
と
同
じ
よ
う

に
、
彼
女
が
ど
う
し
た
の
か
と
自
問
し
た
。

　

背
が
高
く
、
そ
れ
相
応
に
太
っ
て
い
て
豊
か
な
健
康
そ
の
も
の
の
父
親
は
腰
か
け
て
い
た
肘
掛
椅
子
を
離
れ
、
部
屋
を
あ
ち
こ
ち

歩
き
ま
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
娘
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
腕
を
組
ん
だ
ま
ま
、
と
て
も
厳
し
い
言
葉
で
話
し
か
け
た
。
な
か
ん
ず
く
僕

が
記
憶
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
彼
は
こ
う
言
っ
た
。「
わ
が
身
以
上
に
娘
を
愛
し
て
い
る
両
親
の
愛
に
対
し
て
、
恩
知
ら
ず
な
行
為
で
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応
え
る
と
は
情
な
い
こ
と
だ
。
ど
ん
な
小
さ
な
気
紛
れ
で
も
お
ま
え
の
気
持
を
汲
ん
で
や
っ
た
の
に
、
こ
の
押
し
黙
っ
た
苦
し
み
の

執
拗
さ
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
ん
な
風
に
お
ま
え
を
苦
し
め
る
の
が
も
し
予
定
さ
れ
て
い
る
結
婚
の
せ
い
な
ら
ば
、
躊た
め
ら躇
わ
ず
に
言

っ
て
し
ま
い
な
さ
い
。
自
分
の
気
紛
れ
で
絶
え
ず
弄
ん
で
い
る
父
と
母
の
心
を
、
ま
た
も
や
悲
し
ま
せ
る
だ
ろ
う
な
ど
と
気
に
し
て

は
い
け
な
い
。」
こ
の
厳
し
い
叱
責
と
、
母
親
の
優
し
い
愛
撫
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
身
じ
ろ
ぎ
ひ
と
つ
し
な
か
っ
た
。

ま
る
で
泉
の
水
が
一
滴
一
滴
と
滲
み
と
お
っ
て
ゆ
く
岩
の
よ
う
に
、
彼
女
は
動
か
な
か
っ
た
。

　

よ
う
や
く
彼
ら
は
僕
に
気
付
い
て
く
れ
た
。
僕
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
来
た
の
か
を
急
い
で
説
明
し
た
。
父
親
は
興
味
深
く
シ
ェ
ン

ク
の
こ
と
を
尋
ね
、
あ
と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
僕
を
娘
に
ま
か
せ
た
。
そ
う
し
た
後
で
彼
は
出
て
い
っ
た
。
母
親
は
と
い
う
と
、
彼

女
が
結
婚
す
る
の
で
レ
ッ
ス
ン
は
し
ば
ら
く
休
む
こ
と
に
な
ろ
う
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
し
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
が
今
、
音
楽
を
し
た

い
気
に
な
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
ら
、
自
分
は
一
向
に
構
わ
な
い
、
シ
ェ
ン
ク
氏
に
会
え
る
喜
び
が
得
ら
れ
る
な
ら
娘
は
と
て
も
嬉

し
く
思
う
だ
ろ
う
、
な
ど
な
ど
と
付
け
加
え
た
。
そ
の
間
、
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
無
感
覚
状
態
か
ら
激
し
い
興
奮
状
態
に
移
っ
て
い
っ
た
。

僕
の
先
生
の
名
前
は
、
い
わ
ば
、
彼
女
を
蘇
ら
せ
た
の
だ
っ
た
。
レ
ッ
ス
ン
が
彼
女
を
疲
れ
さ
せ
は
し
な
い
か
と
気
づ
か
う
母
親
に

対
し
て
、
彼
女
は
、
ま
え
よ
り
気
分
が
好
く
な
っ
た
、
す
こ
し
ば
か
り
音
楽
を
す
れ
ば
気
持
ち
が
好
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
抗
弁
し
た
。

　

僕
は
こ
う
し
た
委い

き
さ
つ曲
を
シ
ェ
ン
ク
に
報
告
し
た
。
結
婚
の
話
を
す
る
と
、
僕
を
見
て
い
た
彼
の
眼
は
突
然
床
に
落
ち
、
落
胆
の
悲

し
み
が
彼
の
顔
に
刻
ま
れ
る
の
を
僕
は
見
た
。

　

僕
は
彼
女
の
お
伴
を
し
た
…
…

　

目
鼻
立
ち
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
そ
れ
で
も
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
や
は
り
美
し
い
娘
と
し
て
通
っ
て
い
た
。
そ
れ
ほ

ど
彼
女
の
表
情
は
い
つ
も
は
活
き
活
き
と
し
て
い
て
、
眼
は
多
く
の
も
の
を
湛
え
、
そ
の
微
笑
は
限
り
な
い
優
し
さ
を
持
っ
て
い
た
。

シ
ェ
ン
ク
に
会
わ
な
く
な
っ
て
以
来
、
彼
女
の
顔
色
は
大
変
蒼
白
く
な
っ
て
い
た
。
赤
い
瞼
は
幾
度
と
な
く
涙
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
た
し
、
う
な
だ
れ
た
頭こ
う
べは
悲
し
い
想
い
に
よ
っ
て
重
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
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彼
女
の
傍
ら
で
、
シ
ェ
ン
ク
は
そ
の
小
柄
な
体
躯
と
物
腰
の
ぎ
ご
ち
な
さ
と
に
よ
っ
て
、
際
だ
っ
た
対
照
を
な
し
て
い
た
。
閃
光

を
放
つ
彼
の
眼
、
情
熱
的
な
角
ば
っ
た
顔
、―

そ
こ
で
は
不
信
と
矜
恃
と
が
、
そ
れ
に
時
と
し
て
は
、
あ
る
想
い
出
や
あ
る
語
が
、

深
い
心
の
摺
曲
を
穿
っ
て
い
た
、―

そ
れ
ら
は
、
お
よ
そ
嫌
悪
の
情
し
か
喚
び
醒
ま
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
服
装
に
関
し
て
は
、

他ひ

と人
が
文ス
テ
ィ
ル体
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
本
質
は
形
態
を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
だ
と
考
え
る
人
の
よ
う
な
身
な
り
を
し
て
い
た
。

　

彼
は
召
使
が
持
っ
て
き
た
ケ
ー
ス
を
開
け
て
そ
こ
か
ら
自
分
の
チ
ェ
ロ
、
力
強
く
深
い
色
の
古
い
楽
器
を
と
り
出
し
た
。
こ
の
チ

ェ
ロ
は
、
無
銘
で
は
あ
っ
た
が
、
測
り
知
れ
な
い
価
値
の
も
の
だ
っ
た
。
見
事
に
選
り
優
ら
れ
た
木き
ざ
い材
、
形
の
美
し
さ
、
細
々
し
た

部
分
の
念
入
り
な
仕
上
げ
、
す
べ
て
は
巨
匠
の
仕
事
を
物
語
っ
て
い
た
。
シ
ェ
ン
ク
は
そ
れ
を
十
六
世
紀
の
チ
ロ
ル
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
作
り
、
デ
ュ
イ
フ
ォ
プ
ル
ー
ク
カ
ー
ル
の
も
の
だ
と
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
そ
の
胴
の
底
部
が
見
事
だ
っ
た
。
中
央
か
ら
横
板
に

向
う
か
え
で
の
木
目
は
、
ま
る
で
炉
床
の
炎
の
ご
と
く
に
流
れ
出
し
て
い
た
。
ｆ
字
型
の
響
孔
は
、
ク
レ
モ
ナ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

響
孔
独
特
の
あ
の
鮮
明
さ
と
優
雅
さ
が
あ
っ
た
。
棹
の
頭
部
は
ま
る
で
銀
細
工
の
よ
う
に
細
工
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
奇
妙
な
意
匠

そ
の
も
の
、
得
も
い
わ
れ
ぬ
精
巧
さ
そ
の
も
の
の
刳く

り
が
た型
は
、
糸い
と
ぐ
ら倉
の
縁
に
根
を
持
ち
先
端
の
渦
巻
形
の
螺
旋
に
発
展
し
て
い
た
。
同

じ
職
人
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新
し
い
棹
に
接
ぎ
足
さ
れ
た
こ
の
頭
部
は
チ
ェ
ロ
の
価
値
を
減
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て

見
事
で
貴
重
な
楽
器
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
た
…
…

　

僕
は
父
親
と
母
親
と
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
、
と
い
う
の
も
、
無
関
心
だ
っ
た
り
退
屈
し
た
り

す
る
聴
衆
は
シ
ェ
ン
ク
に
は
迷
惑
で
、
彼
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
の
を
僕
は
知
っ
て
い
た
の
だ
。
感
動
を
頒
ち
あ
え
る
場
で
な
け
れ

ば
演
奏
家
は
完
全
に
自
分
自
身
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
は
催
眠
術
者
に
も
共
通
し
た
こ
と
で
、
敵
意
を
持
つ
人
間
が
い
る
と
催
眠
術
は

う
ま
く
い
か
な
い
。
僕
は
自
分
の
裡
に
、
も
は
や
生
命
の
あ
る
も
の
と
い
え
ば
芸
術
作
品
の
力
で
う
ち
顫ふ
る

え
る
数
本
の
弦
し
か
も
た

ず
、
ま
る
で
自
動
力
の
な
い
物
体
の
よ
う
に
、
薄
暗
い
部
屋
の
片
隅
に
腰
を
掛
け
た
の
だ
っ
た
。
僕
は
先
生
の
チ
ェ
ロ
を
聴
く
の
は

こ
れ
が
最
後
だ
ろ
う
と
予
感
す
る
よ
う
に
思
っ
た
。
そ
の
と
お
り
、
シ
ェ
ン
ク
は
、
僕
の
未
だ
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
魅
力
と
熱
と
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力
強
さ
と
を
演
奏
に
注
ぎ
こ
み
、
い
つ
に
な
く
僕
の
心
を
揺
す
っ
た
の
で
、
今
で
も
そ
の
印
象
は
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記

憶
に
鮮
や
か
に
生
き
て
い
る
。

　

数
小
節
か
ら
な
る
ア
ン
ダ
ン
テ
が
導
入
部
の
役
目
を
し
て
い
た
。
想
像
も
つ
か
な
い
技
巧
で
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
ゆ
っ
く
り
と
し
た
フ

レ
ー
ズ
、―
そ
の
連
続
と
和
声
的
反
復
進
行
と
は
転
調
と
速
度
の
変
化
を
予
測
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
、―

そ
の
フ
レ
ー
ズ
を
基

底
に
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
、
ピ
ア
ノ
の
幅
い
っ
ぱ
い
に
五
指
を
経
め
ぐ
ら
せ
、
ゴ
チ
ッ
ク
教
会
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
透
か
し
模
様
に
も
似
た
、

ま
た
さ
ら
に
は
レ
ー
ス
の
編
目
に
も
似
た
急
速
絢
燗
た
る
楽パ
ッ
セ
ー
ジ句を
、
軽
レ
ジ
ェ
ー
ル
メ
ン
ト
快
に
惜
し
み
な
く
撒
き
散
ら
し
た
。
生
み
出
さ
れ
た
効
果

は
、
朝
、
薄
明
の
近
づ
く
刻
、
漠
と
し
た
無
数
の
形
を
し
て
揺
ら
め
く
何
か
あ
の
靄も
や

に
も
似
た
も
の
だ
っ
た
…
…
薄
明
か
り
の
中
で
、

想
像
力
に
よ
っ
て
難
な
く
喚
び
起
さ
れ
る
様
々
な
幻
想
的
な
物
体
に
執
着
す
る
こ
の
熱
を
帯
び
た
好
奇
心
は
、
即
座
に
注
意
を
鎖
に

繋
ぎ
留
め
た
。

　

突
然
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
ば
か
り
の
朗
々
た
る
ア
レ
グ
ロ
が
激
し
い
響
き
を
も
っ
て
炸
裂
し
た
。
ア
ン
ダ
ン
テ
の
深
奥
か
ら
は
、
あ

た
か
も
混
沌
の
中
か
ら
湧
き
出
る
よ
う
に
、―

こ
の
混
沌
の
中
で
は
あ
て
ど
な
く
漂
う
亡
霊
た
ち
が
、
か
す
か
に
触
れ
合
っ
て

は
身
を
ひ
る
が
え
し
、
単
調
な
念
呪
で
耳
を
満
た
し
て
い
た
、―

ぱ
っ
と
輝
く
陽
光
を
想
わ
せ
る
モ
チ
ー
フ
が
迸
り
出
た
。
幻
影

は
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
る
大
き
な
雲
塊
の
よ
う
に
姿
を
消
し
、
見
事
な
原
野
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
払
い
の
け
た
。
そ
こ
で
は
花
咲
き
こ
ぼ

れ
る
茂
み
に
縁
ど
ら
れ
た
小
川
の
蛇
行
が
戯
れ
、
い
く
つ
も
の
紺
碧
の
湖
が
凹
面
鏡
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。
頂
は
白
く
、
山
頂
に

黒
々
と
裂
け
目
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
絵
の
よ
う
な
山
々
は
、
地
平
線
に
堂
々
と
屹
立
し
、
一
方
そ
の
麓
、
此こ
な
た方
で
は
、
麦
の
黄
金
色

の
衣
を
ま
と
い
、
彼か
な
た方
で
は
、
葡
萄
の
緑
の
肩
掛
に
蔽
わ
れ
た
小
丘
の
群
が
、
無
頓
着
に
う
づ
く
ま
っ
て
眠
っ
て
い
た
。
そ
し
て
緑

の
塊
り
が
海
原
の
大
波
の
よ
う
に
波
打
つ
深
遠
な
森
が
、
光
と
色
の
横
溢
す
る
絢
爛
た
る
風
景
を
壮
麗
に
縁
ど
っ
て
い
た
。
し
か
も
、

こ
の
太
陽
、
こ
の
天
空
、
こ
の
川
、
湖
水
、
こ
の
森
、
こ
の
山
々
、
こ
の
小
丘
の
群
は
、
魔
法
の
力
に
よ
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽

器
と
変
じ
、
目
に
見
え
な
い
巨
匠
の
指
揮
の
も
と
で
、
驚
く
べ
き
統
一
を
も
っ
て
、
歓
び
に
息
も
絶
え
ん
ば
か
り
に
交
響
曲
を
奏
で
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て
い
た
。
僕
は
目
ま
い
が
し
た
、
熱
狂
の
中
を
泳
い
で
い
た
、
僕
に
は
翼
が
生
え
、
様
々
な
世
界
が
回
転
し
太
陽
の
焼
け
つ
く
空
間

に
浸
っ
た
、
僕
は
駆
け
た
、
駆
け
た
、
行
き
つ
く
所
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
に
、
苦
悩
が
僕
ら
の
裡
に
提
起
す
る
恐
る
べ
き
諸
問
題
の

解
答
に
指
で
触
れ
た
い
と
い
う
欲
求
に
い
よ
い
よ
激
し
く
駆
り
立
て
ら
れ
て
…
…

　

恍
惚
の
絶
頂
で
唐
突
な
終カ
ダ
ン
ス止
が
こ
の
幻
影
に
息
を
吹
き
か
け
、
僕
を
我
に
返
ら
せ
た
。
胸
の
裡
で
何
か
が
毀
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
、
そ
れ
ほ
ど
興
奮
は
激
し
く
痛
み
に
満
ち
て
い
た
…
…

　

ア
ダ
ー
ジ
オ
の
出
だ
し
か
ら
、
胸
を
え
ぐ
る
よ
う
な
様
々
な
現
実
の
世
界
を
引
き
ま
わ
さ
れ
た
。
音
の
豊
か
さ
、
丸ま
ろ

や
か
さ
、
心

地
よ
さ
は
、
非
常
に
美
し
い
声
の
振
動
を
思
わ
せ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
調
べ
は
深
い
優
し
さ
か
ら
次
第
に
悲
壮
に
達
し
て
眼
に
涙
を

誘
う
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
現
代
の
幾
人
か
の
イ
タ
リ
ア
人
達
の
虚
弱
な
作
品
の
中
や
、
ま
た
優
し
い
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
、
神
経

を
昂
ぶ
ら
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
中
に
滔
々
と
流
れ
る
熱
に
う
か
さ
れ
た
、
胸
を
刺
す
、
悲
痛
な
あ
の
感
情
の
痕
跡
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
人
生
を
無
視
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
苦
悩
を
受
け
容
れ
、
そ
の
心
を
打
つ
嘆
き
に
よ
っ
て
自
ら
を
慰
め
、
他ひ

と人
を
慰
め
よ
う

と
努
め
る
力
強
い
天
才
の
、
強
く
健
康
な
あ
の
悲
し
さ
、
と
り
わ
け
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
群
に
刻
印
さ
れ
た
あ
の
悲
し
さ
だ
っ

た
。
こ
の
情
熱
的
な
調
べ
の
中
に
僕
は
ひ
と
つ
の
完
全
な
歴
史
を
看
抜
い
た
。
僕
は
、
シ
ェ
ン
ク
に
、
彼
の
不
遇
な
生
活
に
、
孤
独

に
、
そ
し
て
彼
に
付
き
纏
う
無
知
な
音
楽
家
達
の
憎
し
み
に
思
い
を
致
し
た
、
そ
し
て
彼
ら
が
で
っ
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
狂
人
0

0

と
い

う
評
判
に
思
い
を
致
し
た
。
彼
の
魂
は
、
そ
の
た
め
に
苦
痛
で
膨
れ
あ
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
駁
す
る
こ
と
さ
え
潔
し
と
し

な
か
っ
た
。

　

彼
は
唯
一
の
歓
び
を
音
楽
芸
術
の
深
奥
の
中
に
求
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
チ
ェ
ロ
に
関
わ
る
時
だ
け
に
し
か
殆
ど
熱
く
な
ら
ず
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
常
に
異
常
な
熱
意
で
語
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
最
も
難
し
い
と
同
時
に
、
弦
楽
器
の
中
で
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
最
高
の
荘
重
さ
と
高
雅
を
も
っ
て
扱
わ
れ
る
に
相ふ
さ
わ応
し
い
楽
器
だ
っ
た
。
彼
は
た
だ
ひ
た
す
ら
そ
れ
が
よ
り
よ
く
理
解

さ
れ
る
こ
と
を
希ね
が

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
デ
ュ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
を
気
に
と
め
る
様
子
も
な
い
チ
ェ
ロ
奏
者
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達
を
さ
し
て
馬
鹿
に
も
し
な
か
っ
た
。
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
大
多
数
の
チ
ェ
リ
ス
ト
は
、
演
奏
の
貧
弱
さ
、
潤
い
の
な
い
音
、
堅

固
な
均
整
と
正
確
さ
と
を
欠
い
て
い
る
こ
と
、
空
虚
で
滑
稽
な
ほ
ど
困
難
な
曲
目
の
た
め
に
、
楽
器
の
性
格
を
損
い
、
彼
ら
は
な
り

0

0

0

0

0

損
い
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
わ
れ
る
に
相ふ
さ
わ応
し
い
の
だ
。

　

音
符
を
巧
み
に
操
る
こ
と
、
急
速
絢
爛
た
る
パ
ッ
セ
ー
ジ
や
超
絶
技
巧
に
よ
っ
て
聴
衆
を
唖
然
と
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
。
音
の
連
鎖
、
和
音
と
抑う
ね
り揚
の
錯
綜
か
ら
は
、
人
の
心
を
深
く
揺
す
る
こ
と
の
で
き
る
ひ
と
つ
の
総
体
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
芸
術
家
は
辻
芸
人
の
水
準
に
堕
ち
、
そ
れ
に
似
た
り
寄
っ
た
り
の
楽
し
み
と
か
退
屈
さ
と
か
を
引
き
起

す
に
す
ぎ
な
い
。
演
奏
家
は
、
創
作
力
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
こ
か
ら
不
合
理
な
部
分
を
一
つ
一
つ
取
り
除
こ
う

と
し
て
、
自
分
の
想
像
力
を
責
め
苛
む
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
巨
匠
の
作
品
の
解
釈
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ

れ
だ
け
で
も
、
才
能
あ
る
人
は
、
軽
業
師
の
生
涯
よ
り
は
確
実
に
好
ま
し
い
彼
の
芸
術
的
生
涯
に
お
い
て
、
自
ら
の
大
望
を
満
足
さ

せ
る
に
十
分
な
成
功
を
獲
ち
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

彼
は
と
い
う
と
、
数
々
の
力わ

ざ業
で
驚
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
無
縁
の
衆
の
前
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
話
題
に
な
る
と
、

た
ち
ま
ち
打
ち
勝
ち
が
た
い
嫌
悪
の
念
に
駆
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
共
感
を
当
て
に
で
き
る
人
々
の
前
で
し
か
自
分
の
能ち
か
ら力
を
思
う
ま

ま
に
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
、
こ
う
し
た
人
々
は
め
っ
た
に
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
彼
は
公

衆
の
前
に
出
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
。
一
度
だ
け
、
う
る
さ
く
せ
が
ん
で
、
人
々
が
彼
に
演
奏
会
で
弾
い
て
も
ら
っ
た
。
恐
ら
く
人

類
の
記
憶
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
失
態
は
例
を
見
な
い
だ
ろ
う
。
力
と
美
の
炸
裂
す
る
出
だ
し
に
よ
っ
て
、
聴
衆
の

心
を
熱
狂
に
委
ね
た
後
、
突
然
彼
は
取
り
乱
し
、
度
を
失
い
、
は
た
と
止
ま
っ
た
。
神
経
的
な
熱
が
彼
の
指
を
麻
痺
さ
せ
、
弓
を
も

つ
腕
は
鉄
棒
の
硬
さ
と
変
わ
り
、
汗
が
洪
水
の
如
く
流
れ
、
彼
は
絶
望
に
色
を
失
っ
て
い
た
、
眼
に
は
大
粒
の
涙
が
あ
ふ
れ
、
言
い

よ
う
の
な
い
苦
悩
が
彼
の
心
を
引
き
裂
い
て
い
た
。
自
分
の
錯
乱
を
制
す
る
望
み
を
捨
て
た
彼
は
立
ち
上
が
っ
て
会
場
を
去
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
人
々
が
示
す
同
情
は
何
よ
り
も
彼
を
苦
し
め
た
。
こ
の
記
憶
は
、
ほ
ん
の
些
細
な
事
柄
に
も
疼
く
生
傷
の
ま
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ま
彼
の
裡
に
残
さ
れ
た
。
彼
を
激
怒
さ
せ
、
潰
走
さ
せ
る
に
は
、
何
の
気
な
し
に
そ
れ
を
仄
め
か
す
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
。

　

シ
ュ
ザ
ン
ヌ
と
僕
と
が
じ
っ
と
注
意
を
傾
け
、
感
動
に
浸
さ
れ
て
無
邪
気
に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、
彼
は
不
抜
の
自
身
を
得
、
ま

る
で
天
啓
を
受
け
た
人
の
よ
う
に
高
揚
し
た
。
チ
ェ
ロ
の
上
に
屈
み
こ
み
、
眼
を
火
の
よ
う
に
燃
や
し
、
我
を
忘
れ
、
孤ひ
と

り
の
時
に

し
か
殆
ど
経
験
し
な
い
、
霊
感
を
受
け
た
あ
の
瞬
間
の
一
つ
を
持
っ
た
。
彼
は
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
を
一
つ
即
興
で
入
れ
た
が
、
そ
れ
も

モ
チ
ー
フ
か
ら
厳
密
に
引
き
出
さ
れ
、
展
開
の
上
で
緻
密
な
理
に
か
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
書
か
れ
た
曲
の
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
部
分
を
な
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

シ
ェ
ン
ク
は
難
し
さ
故
の
難
し
さ
の
何
た
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
と
半
音
階
と
、
完
璧
な
ま
で
に
明
確

な
、
真
珠
の
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
音
の
連
鎖
と
に
よ
っ
て
、
稲
妻
の
速
さ
で
棹
の
端
か
ら
端
ま
で
指
を
す
べ
ら
せ
た
と
し
て
も
、
人
は

彼
の
技
巧
に
驚
嘆
し
よ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
常
に
現
前
す
る
思イ

デ
ー想
が
、
形フ
ォ
ル
ム態
に
対
す
る
心
遣
い
を
完
全
に
放
逐
し
て
い
た
。

努
力
の
跡
も
見
え
ず
、
骨
と
神
経
組
織
そ
の
も
の
、
せ
む
し
の
そ
れ
の
よ
う
に
長
く
ほ
っ
そ
り
と
し
た
彼
の
指
は
、
ま
る
で
蜘
蛛
の

長
い
足
の
よ
う
に
チ
ェ
ロ
の
指
板
の
上
を
躍
動
し
て
い
た
。
こ
れ
以
上
完
璧
な
ト
リ
ル
、
こ
れ
以
上
正
確
な
ダ
ブ
ル
ス
ト
ッ
ピ
ン
グ
、

こ
れ
以
上
敏す
ば
や捷
い
オ
ク
タ
ー
ブ
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
転
調
が
き
ら
め
く
堆
積
の
上
に

色
彩
を
撒
き
散
ら
す
、
と
思
い
が
け
ず
も
、
そ
の
堆
積
か
ら
は
、
シ
ェ
ン
ク
が
基
本
テ
ー
マ
の
形
で
再
び
取
り
上
げ
た
ア
ダ
ー
ジ
オ

の
調
べ
が
ピ
チ
カ
ー
ト
や
ア
ル
ペ
ー
ジ
オ
を
伴
っ
て
浮
き
上
が
っ
て
来
た
。
比
類
な
い
正
確
さ
、
美
し
さ
、
力
強
さ
を
も
つ
音
色
で

奏
で
ら
れ
る
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
効
果
は
驚
異
的
だ
っ
た
。

　

頭こ
う
べを
う
な
だ
れ
涙
を
流
し
て
い
る
自
分
の
弟
子
を
見
て
、
シ
ェ
ン
ク
は
、
最
初
は
表
情
を
柔
ら
か
く
、
次
い
で
激
し
く
力
強
く
、

や
が
て
そ
の
熱
狂
を
和
ら
げ
て
徐
々
に
音
響
の
大
き
さ
を
減
じ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
は
気
付
か
な
い
ほ
ど
に
、
調
べ
は
デ
ク
レ
シ
ェ

ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
徘
徊
し
た
後
、
空
気
を
顫ふ
る

わ
せ
る
か
顫ふ
る

わ
せ
な
い
か
に
な
り
、
耳
に
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
若

い
娘
の
感
動
は
音
楽
と
同
じ
減
少
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
ら
し
く
、
彼
女
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
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再
び
休
止
が
あ
っ
た
…
…

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
、
二
拍
子
の
プ
レ
ス
ト
が
矢
の
よ
う
に
開
始
さ
れ
た
。
急
激
な
リ
ズ
ム
、
電
光
石
火
の
速
さ
で
、
そ
れ
は
僕
を
夢
想

か
ら
悪
夢
の
中
へ
と
投
げ
込
ん
だ
。
音
符
は
次
々
と
急
速
に
繰
り
出
さ
れ
フ
ー
ガ
風
に
交
錯
し
な
が
ら
僕
の
脳
裏
に
夢
の
建
造
物
の

よ
う
に
揺
ら
め
く
幻
想
的
な
室
の
拱
廊
を
描
き
だ
し
、
そ
の
壁
は
、
黄
金
と
数
々
の
絵
画
、
綴
れ
織
の
壁
掛
、
鏡
面
、
照
明
な
ど
の

た
め
に
大
竈
の
内
壁
さ
な
が
ら
に
絢
爛
た
る
光
彩
を
放
っ
て
い
た
。
揺
ら
め
き
、
そ
し
て
時
に
は
眼
路
の
限
り
に
聳
え
、
ま
た
時
に

は
手
で
穹
窿
に
触
れ
ら
れ
る
ば
か
り
に
小
さ
く
な
り
、
小
円
柱
の
森
を
過よ
ぎ

っ
て
絶
え
ず
新
た
な
景
観
を
呈
す
る
こ
の
内
部
で
は
、
金

髪
、
褐
色
の
髪
、
赤
毛
の
選
り
ぬ
き
の
美
女
達
が
多
勢
犇
い
て
い
た
。
断
食
に
よ
っ
て
昂
揚
し
た
回
教
徒
の
想
像
力
と
い
え
ど
も
、

こ
の
楽
園
の
壮
麗
さ
に
は
一
度
も
到
達
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
女
性
の
殆
ど
は
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
の
あ
の
イ
メ
ー
ジ
、

「
貴
女
の
眉
は
弓
に
し
て
貴
女
の
眼
射
は
そ
れ
よ
り
出
る
矢
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
完
璧
に
体
現
し
て
い
る
表
情
豊
か
な
眼
を
持
っ
て
い
た
。
絹

衣
を
ま
と
い
、
あ
る
い
は
ま
た
ビ
ロ
ー
ド
に
せ
よ
、
紗
に
も
せ
よ
、
彼
女
ら
の
衣
の
色
と
形
と
は
、
彼
女
ら
の
美
し
さ
に
驚
く
ば
か

り
よ
く
似
合
っ
て
い
た
。
あ
る
女
性
は
花
々
の
下
に
頭こ

う
べを
傾か
し

げ
、
ま
た
あ
る
女
性
の
胸
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
輝
き
、
ま
た
他
の
女
性

達
は
レ
ー
ス
編
み
の
雲
の
中
に
浮
沈
し
て
い
た
。
誰
も
彼
も
が
、
い
わ
ば
情
熱
に
包
ま
れ
て
逍
遥
し
て
い
た
。
た
だ
一
つ
の
考
え
の

み
が
彼
女
達
の
心
を
占
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
…
…

　

群
れ
集
う
女
性
の
さ
中
か
ら
、
突
然
ざ
わ
め
き
が
湧
き
起
っ
た
。
眼
は
す
べ
て
同
時
に
一
つ
の
黒
い
点
に
向
け
ら
れ
た
、
そ
れ
は

見
る
見
る
う
ち
に
大
き
く
な
り
、
人
間
の
形
を
帯
び
て
い
っ
た
。
僕
は
シ
ェ
ン
ク
を
認
め
た
。
陽
気
さ
の
た
め
に
彼
の
姿
は
ほ
と
ん

ど
美
し
い
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
一
方
の
手
に
チ
ェ
ロ
を
、
も
う
一
方
の
手
に
は
弓
を
持
っ
て
い
た
。
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
媚
態
を

失
っ
た
女
性
達
は
、
着
物
を
皺
く
ち
ゃ
に
す
る
こ
と
に
も
、
レ
ー
ス
を
引
き
裂
く
こ
と
に
も
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
失
く
す
こ
と
に
も
、

毛
髪
を
乱
す
こ
と
に
も
お
か
ま
い
な
く
、
一
種
の
恋
々
た
る
情
熱
に
燃
え
て
彼
の
周
り
に
押
し
寄
せ
、
彼
の
微
笑
を
得
よ
う
と
互
い

に
争
っ
て
い
た
。
こ
の
熱
狂
は
彼
の
願
望
の
測
り
知
れ
な
い
深
渕
を
満
た
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
だ
が
胸
は
こ
れ
ほ
ど
の
幸
福
を
容
れ
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る
広
さ
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ま
る
で
胸
を
破
裂
さ
せ
ま
い
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
方
の
手
を
そ
の
上
に
押
し
当
て
て
い
た
…
…
稲

妻
の
瞬
間
、
そ
し
て
破
局
が
来
た
。
奇
妙
な
転
調
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
僕
に
あ
る
記
憶
を
喚よ

び
覚
ま
し
た
。

そ
れ
は
こ
の
変
幻
極
ま
り
な
い
光
景
の
中
に
混
乱
を
投
げ
入
れ
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。
出
し
抜
け
に
、
シ
ェ
ン
ク
は
、
彼
に
絡
み
つ

い
た
香
り
高
い
腕
か
ら
打
ち
捨
て
ら
れ
た
。
彼
は
、
蒼
ざ
め
て
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
群
れ
な
す
顔
の
輪
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
輪
の
半

径
は
拡
が
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
の
鏡
か
ら
、
彼
は
こ
の
変
化
の
原
因
を
知
っ
た
。
彼
の
頭
に
は
木
綿
の
帽
子
が
生
え

て
い
た
。
彼
の
チ
ェ
ロ
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
チ
ェ
ロ
は
汚
な
ら
し
い
鍋
に
、
弓
は
木
の
匙
と
化
し
て
い
た
。
彼
の
絶
望
は
さ
き
ほ
ど

の
陶
酔
と
同
様
底
知
れ
ず
深
か
っ
た
。
嗄
れ
た
叫
び
声
が
彼
の
喉
か
ら
飛
び
出
し
た
。
輪
は
あ
い
変
わ
ら
ず
拡
が
っ
て
い
っ
た
、
そ

し
て
女
達
の
顔
の
恐
怖
の
色
も
然
り
、
あ
わ
れ
な
音
楽
家
の
魂
の
興
奮
も
然
り
だ
っ
た
。
乱
暴
に
匙
を
つ
か
み
、
熱
に
浮
か
さ
れ
た

よ
う
に
、
そ
れ
を
溶
け
た
金
属
の
よ
う
な
も
の
の
噴
き
こ
ぼ
れ
る
鍋
の
中
に
突
っ
込
み
、
中
心
か
ら
、
自
分
を
取
り
囲
ん
で
い
る
円

周
の
方
へ
と
大
股
で
歩
を
運
び
、
さ
き
ほ
ど
ま
で
熱
愛
し
て
い
た
女
性
達
の
顔
に
燃
え
る
そ
の
匙
を
も
っ
て
い
っ
た
。
喧
々
囂
々
た

る
叫
び
が
轟
い
た
。
そ
れ
は
奇
妙
き
て
れ
つ
な
混
乱
の
合
図
だ
っ
た
。
女
性
達
は
焦
げ
目
を
つ
け
ら
れ
ま
い
か
と
怯
え
恐
怖
に
駆
ら

れ
て
四
散
し
た
。

　

幻
想
は
幻
想
を
生
み
、
壁
か
ら
は
シ
ェ
ン
ク
と
瓜
二
つ
で
彼
と
同
じ
く
恐
ろ
し
い
人
間
の
群
団
が
飛
び
出
し
た
。
女
性
達
の
恐
怖

は
限
り
な
か
っ
た
。
唇
は
悲
痛
な
呻
き
声
を
発
し
、
眼
に
は
涙
を
い
っ
ぱ
い
た
め
て
、
彼
女
達
は
た
が
い
に
身
を
寄
せ
あ
い
、
蜜
蜂

の
よ
う
に
房
状
に
集
ま
り
、
次
に
は
目
眩
く
ば
か
り
に
美
し
い
飾
帯
状
に
延
び
た
り
、
瀑
布
さ
な
が
ら
に
窪
ん
だ
通
路
に
転
げ
落
ち

た
。
そ
こ
で
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
明
瞭
な
形
が
ま
す
ま
す
認
め
難
く
な
っ
た
。
そ
の
し
ん
が
り
を
、
料
理
の
丁で

っ
ち稚
小
僧
達
が
熱
狂
的

な
万
才
を
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
た
。
こ
の
不
可
解
な
騒
々
し
い
群
の
動
き
は
絶
え
ず
速
度
を
増
し
、
叫
び
は
力
と
鋭
さ
と
耳
障
り

な
音
響
と
を
増
し
て
い
っ
た
。
明
り
は
消
え
て
い
た
。
建
造
物
は
崩
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
。
見
わ
た
す
限
り
も
は
や
廃
墟
と
残

骸
し
か
な
か
っ
た
。
寒
々
と
し
て
い
た
。
蒼
白
い
薄
明
の
中
で
、
人
間
の
鎖
の
連
続
が
、
速
度
と
嗚
咽
と
を
倍
加
し
な
が
ら
僕
の
眼
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の
前
を
通
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
鎖
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
環
は
広
大
な
楕
円
を
描
き
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
精
磨
機
の
ラ
シ
ャ
布
の

よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
自
転
し
て
い
た
…
…

　

僕
は
度
を
失
っ
た
。
激
流
が
僕
を
掠
め
て
引
き
ず
っ
て
行
こ
う
と
し
た
。
眩
惑
か
ら
く
る
麻
痺
に
抗あ
ら
がう
力
も
な
く
僕
は
つ
い
に
渦

巻
の
中
に
転
が
り
込
ん
だ
。
墜
落
す
ま
い
か
、
頭
を
打
ち
砕
く
ま
い
か
と
い
っ
た
恐
怖
で
息
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、
弾
丸
の
速
さ
で
、

上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
て
い
た
。
僕
が
顔
の
群
を
か
き
抱
く
と
両
手
の
間
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
自
転
の
速
さ
は
あ
い

か
わ
ら
ず
増
し
て
い
っ
た
。
そ
の
加
速
の
凄
ま
じ
さ
に
僕
は
も
は
や
何
も
感
じ
な
く
な
り
、
ま
る
で
虚
無
の
不
動
の
中
に
眠
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
…
…

　

眼
を
開
け
た
と
き
、
シ
ェ
ン
ク
は
チ
ェ
ロ
を
ケ
ー
ス
に
し
ま
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
ピ
ア
ノ
に
背
を
向
け
て
腰
を
掛
け
、
感

動
の
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
母
親
は
気
遣
わ
し
気
な
眼ま
な
ざ
し射
で
彼
女
を
じ
っ
と
見
や
っ
て
い
た
。
次
に
、
こ
の
婦
人
は

シ
ェ
ン
ク
に
向
き
直
っ
て
、
娘
の
結
婚
の
こ
と
を
告
げ
た
。
彼
女
は
大
変
物
柔
ら
か
に
続
け
た
。「
先
生
、
私
の
子
供
は
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
い
て
大
変
上
達
い
た
し
ま
し
た
、
こ
の
御
恩
は
金
銭
で
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
私
達
は
こ
れ
か
ら
も
変
ら
ず
先
生
に

お
目
に
か
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
達
が
こ
こ
で
い
つ
ま
で
も
先
生
の
誠
実
な
友
人
で
い
ま
す
こ
と
を
私
、
固
く
お
約
束
い

た
し
ま
す
。」

　

こ
う
い
い
な
が
ら
、
彼
女
は
彼
に
レ
ッ
ス
ン
料
を
手
渡
し
た
。
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
立
ち
上
が
っ
た
。
彼
女
は
身
を
顫
わ
せ
て
気
を
失

い
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
話
そ
う
と
口
を
開
い
た
、
し
か
し
苦
悩
が
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。
彼
女
の
蒼
白
さ
、
涙
、
無
言
の
所
作
が
彼

女
に
代
っ
て
語
っ
た
。
額
を
両
手
に
埋
め
、
頭こ
う
べを
後
ろ
に
の
け
ぞ
ら
せ
た
か
と
思
う
と
、
頭こ
う
べは
す
ぐ
に
胸
の
上
に
落
ち
、
突
然
嗚
咽

が
そ
こ
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
。
慰
め
よ
う
と
近
づ
い
た
母
親
が
腕
に
抱
こ
う
と
す
る
間
も
な
く
、
彼
女
は
部
屋
を
出
て
、
急
い
で
自
分

の
部
屋
に
駆
け
て
い
き
、
閉
じ
籠
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ェ
ン
ク
は
悲
し
そ
う
に
挨
拶
を
し
て
立
ち
去
り
、
二
度
と
姿
を
現
さ
な
か

っ
た
。
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二
、
三
ヶ
月
た
っ
て
、
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
は
、
同
じ
年
頃
で
財
産
も
同
じ
ほ
ど
の
若
者
に
妻
合
わ
せ
ら
れ
た
。
未
だ
か
つ
て
、
多
分
こ

れ
ほ
ど
弱
々
し
く
、
こ
れ
ほ
ど
蒼
ざ
め
、
こ
れ
ほ
ど
陰
鬱
な
花
嫁
が
、
祭
壇
に
歩
を
運
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
暗

澹
た
る
悲
し
み
に
と
ら
わ
れ
、
色
つ
や
を
失
っ
た
娘
は
、
早
晩
、
結
婚
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
喪
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
変
る
こ
と
だ
ろ
う
と
、
多

く
の
人
々
は
考
え
た
。
両
親
も
ま
た
悲
し
ん
だ
、
そ
し
て
今
で
は
彼
ら
が
そ
の
契
約
に
署
名
す
る
こ
と
を
急
い
だ
結
婚
の
行
末
を
心

配
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
…
…

　

し
か
し
な
が
ら
、
時
間
が
減
じ
た
り
忘
れ
さ
せ
た
り
で
き
な
い
ほ
ど
に
酷
い
苦
悩
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
も
う
一
度
、
確
か
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
僕
は
何
年
も
後
に
な
っ
て
や
っ
と
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
に
再
会
し
た
。
僕
の
驚
き
は
深
か
っ
た
。
百
合
の
よ
う

に
白
く
、
風
に
吹
か
れ
る
一
本
の
葦
の
よ
う
に
身
を
屈
め
て
い
た
あ
の
虚ひ

よ
わ弱
な
娘
の
か
わ
り
に
、
僕
は
太
っ
た
一
人
の
婦
人
を
認
め

た
。
丸
々
と
し
て
真
赤
な
口
紅
を
塗
っ
た
そ
の
顔
は
二
つ
の
輝
く
眼
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
こ
の
上
な
く
幸
せ
そ
う
に
微ほ
ほ
え笑
ん
で
い
た
。

傍
に
は
見
事
な
二
人
の
子
供
が
い
て
、
彼
女
は
優
し
く
彼
ら
に
心
を
配
っ
て
い
た
。
彼
女
は
も
う
稀
に
し
か
ピ
ア
ノ
に
さ
わ
ら
な
い
、

そ
し
て
音
楽
に
対
し
て
一
種
の
嫌
悪
の
情
を
示
す
こ
と
す
ら
あ
る
、
と
人
々
は
断
言
し
た
…
…

　

つ
い
最
近
、
あ
る
偶
然
が
、
僕
の
裡
に
こ
う
し
た
委
細
を
目
覚
め
さ
せ
た
こ
と
を
付
け
加
え
よ
う
。
河
畔
の
欄
干
の
上
に
、
売
り

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
楽
譜
の
ペ
ー
ジ
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
見
な
が
ら
、
僕
の
眼
は
、
ル
イ
・
シ
ェ
ン
ク
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
一
八
三
九

年
パ
リ
で
印
刷
さ
れ
出
版
さ
れ
た
、「
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
ト
リ
オ

0

0

0

、
作
品
七
」
の
上
に
落
ち
た
。
い
く

つ
か
の
情
報
に
よ
っ
て
、
ル
イ
・
シ
ェ
ン
ク
と
い
う
名
の
チ
ェ
リ
ス
ト
、
風
変
わ
り
な

0

0

0

0

0

作
曲
家
で
非
社
交
的
な

0

0

0

0

0

人
物
が
、
パ
リ
で
し

ば
し
身
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
の
と
あ
る
小
さ
な
町
に
行
っ
て
身
を
埋
め
た
こ
と
を
僕
は
知
っ
た
。
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